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 eq \o\ad(記者各位,　　　　　　)
　　　　　　　

 eq \o\ad(出光興産株式会社,　　　　　　　　　)

当社（本社：東京都千代田区、社長：天坊昭彦）は、シンジオタクチックポリスチレン（ＳＰＳ）樹脂（商品名：ザレック®）について、自動車用途を中心に需要が急増していることを受け、2009年６月に千葉工場（千葉県市原市）の製造装置（プラント）を年産能力５千トンから２千トン増強し、年産能力７千トンにすることを決定致しました。

２００９年６月の定期修理（ＳＤＭ）時にＳＰＳ樹脂製造装置は、能力増強工事を行い、年産能力を７千トンにすることを決定しました。

さらに、能力増強に合わせて、次世代高機能フィルムグレード開発に向けて、年内に　　千葉工場内にあるＳＰＳパイロット設備を再稼動させます。

ＳＰＳに対する需要は今後も２ケタ成長が続くことが予想されるため、第２プラント　建設検討も進めています。
ＳＰＳ事業は、日本、アジア、北米、欧州にコンパウンド拠点を整備し、世界４極で　　　製造・販売体制を確立してグローバル展開を推進しています。今回、能力増強を行い、　　　お客様への安定供給体制を更に確固たるものにしてまいります。
ＳＰＳ樹脂は優れた耐熱性・電気特性により、自動車用電装部品向け需要が拡大しており、鉛フリーはんだ対応のコネクタや低ＣＯ２化に向けたハイブリッドカーの高電圧部品を中心に需要が拡大しています。また、光学用高機能フィルムの需要拡大も期待されています。
これらの特徴を生かし、エンジニアリングプラスチックスとして自動車，電気・電子，家電，日用品の各分野における用途展開を積極的に行っております。

１９８５年ＳＰＳは、出光興産(株)がメタロセン触媒技術を応用し、世界ではじめて　　発明した結晶性エンジニアリングプラスチックです。化学構造は汎用樹脂のポリスチレン（ＰＳ）と違い、高い立体規則性(シンジオタクチック構造)を有し、低比重、耐加水分解性、良電気特性、良成形性、高ガラス転移温度等のＰＳの良好な特性に加え、ＰＳにはない結晶化による優れた耐熱性(融点約２７０℃)と耐薬品性を持つ材料です。


＜概要＞

· 対象商品　　：シンジオタクチックポリスチレン樹脂（ザレック®）
· 所在地　　　：千葉県市原市姉崎海岸１－１　出光興産㈱千葉工場内
· 能力増強　　：２，０００トン／年
· 増強後能力
　：７，０００トン／年
・ 完工時期　　
：２００９年６月末
· 投資額　　　：約１０億円

以 上
～　お問い合わせ先　～


出光興産株式会社　ＩＲ・広報室　広報課（山田）　ＴＥＬ：03－3213－3115


URL http://www.idemitsu.co.jp











ＳＰＳ樹脂「ザレック®　」製造装置４０％能力増強決定


～千葉工場で年産能力７，０００㌧体制～




















